


01

ゆめ 

地域産業イノベーショングループ／有田建哉

「分からぬ ...」を大事にする 

都市・地域プランニンググループ／稲垣和哉
トライ＆エラーと今年の抱負

公共マネジメントグループ／石川俊博

　幼少期の夢は「金持ちになること」でした。好きな人
と好きな事を好きなだけする、夢の世界を手に入れたい
との思いからです。ネットビジネスに熱中し、株式投資
に没頭し、お金を稼ぐことに無我夢中でした。心変わり
の転機は、貧困国家でありながら幸福の国と呼ばれるフィ
ジーへの留学です。フィジー人から「人との繋がりを大
切に、お互い様の精神で、今を全力で楽しむ、この生き
方が幸福の源であり、そこにお金は不要だ」と教わりま
した。金持ちにならないと手に入らないと思っていた夢
の世界を、フィジー人は「生きる姿勢」で自然に手に入
れていたことに驚きました。フィジーで見た世界の様に
お金よりもっと大切なものが身近につくれる日本を夢見
ています。

夢から目標へ 

総務部／近江篤
夢の外へ 

地域産業イノベーショングループ／遠藤真森

　「夢」と言われたら子供の頃なりたかったものを思い出す
人が多いと思いますが、私は挫折したことを沢山思い出し
ました。傘をパラシュートにして空を飛ぶ（少し高い場所
から飛び降りるも傘が壊れて挫折）、穴を掘って地球の裏側
に行く（マグマがあると知り諦める）、永久機関（磁石で色々
やってもどうしても途中で動かなくなる）、ドングリを埋め
て大木に育てる（未だに育たない理由不明）などです。
　結局はどれもできなかったことですが、自然や世界の仕
組みを知るきっかけになったり、新しい知識に出会った
ときに失敗の経験があるが故によく仕組みを覚えること
ができました。さて、ここから今年の抱負のようなもの
ですが、幼い頃にトライ＆エラーで世界を広げたように、
何事も怖がらずに挑戦する年でありたいと思いました。

　ゆめ、と言われて、夢野久作の「ドグラ・マグラ」を
思い出しました。学生時代の暇な時に、なぜか手に取っ
て読んだ本です。三大奇書の一つとして有名ですが、確
かに独特な読後感を経て、「分からぬ ...」となった記憶が
あります。
　本を読む、となれば、最近はどちらかというと実用書
や専門書になりがちで、小説を読む機会が減りました。
順を追って丁寧に話が展開されていく「分かりやすい！」
も良いのですが、自分には無い価値観にさらされて「分
からぬ ...」となる時間も大事だなあと改めて思います。と
ある人が、この「分からぬ ...」を経てパワーアップするこ
とを「脳がでかくなる」と表現していて、なるほどと思
いました。僕もどんどんでかくしていきたいと思います。

大学時代からよく聴いている星野源さんの楽曲に、「夢の
外へ」があります。源さんらしい世界観や価値観が散り
ばめられていて、好きな曲です。
　歌詞に「意味の外へ連れてって そのわからないを認め
て この世は光 映す鏡だ」とあります。自分の頭の中は人
に理解してもらえないし、自分でも訳がわからなくなる
ことがあるけど、その「わからない」を受け入れて外に
出てみたら、はっきりするかもしれないし、わからない
ままでいいと思えるかもしれないという意味だと解釈し
ています。誰しも理解されない、できない恐れは持って
いますが、とりあえず外に、社会に出てみようと。身近
にいる内に籠もりがちな人、あるいは自分自身にたまに
聴かせたい曲です。

　子供の頃、将来の夢は、と問われると屈託のない表情
で「プロ野球選手」と答えておりました。自分の過去を
振り返ると、学生時代は好きな野球ばかりしていたなと
顧みることができます。
　当時の「なりたい職業ランキング調査」では、男の子な
ら断トツで野球選手等のプロスポーツ選手でした。しかし、
現代ではユーチューバーという回答があるものの、会社員
／公務員等の現実路線の回答が意外に多いようです。
　6歳の息子に将来の夢を聞いてみると、「医師」（医師
でも外科医という具体的な回答に驚き！）。夢を持つこと
は「目標」になる為の第一歩でもあるので、親としてで
きることを精一杯していきたいと考えています。

　新しい年がはじまりました。新年号の
テーマはこの時期定番の「ゆめ」。「ゆめ」
には二つの意味があって、一つは睡眠中
に見る夢、もう一つは将来の夢。正月二
日の夜に見るのが初夢、年頭にあたって
語るのが将来の夢です。
　所員のみなさんに「ゆめ」というテーマで投稿を
依頼したところ、多くの人が（過去に抱いていた）
将来の夢についての内容でした。睡眠中の夢を見る
人は少ないのか、今、夢を抱いている人は少ないの
か。はたまた公式のレターで夢を語ることが憚られ
るのか。どう読むかは読者のみなさまにゆだねます。
本年もレターズアルパックをよろしくお願いします。

レターズアルパック編集委員会
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「夢」って何だろう 

建築プランニング・デザイングループ／新開夏織

いつか行ってみたい場所：ヘリタンス・カンダラマ 

建築プランニング・デザイングループ／杉本健太朗

夢を語らう場所  

地域再生デザイングループ／太田雅己

「ゆめ」と聞いて・・・ 

地域再生デザイングループ／小川直史

夢にまつわる作品 

都市・地域プランニンググループ／小島みのり

しょうらいのゆめ 

サスティナビリティマネジメントグループ／駒和磨

　大学時代からこれまで一人暮らしをしていましたが、
共同生活やコミュニティ形成に関心があったのと、何よ
り楽しそうだと思い、12月から同年代の 5人でシェアハ
ウスを始めてみました。 共用スペースのリビングで、み
んなで集まってとりとめもない話をしていると、たまに
熱くなって夢を語り合う瞬間もあります。 
　仕事に追われていると自分が本当に何がしたいのかを
見失いそうな時がありますが、そうして語りあったとき
に、自分の言葉にして思い出すことができます。 
　年齢を重ねて落ち着いていかないといけませんが、時
には青くさい夢を語り合うことも大事にしていきたいと
思います。 

　私は、約 10 年前に終了した某お笑い芸人がパーソナ
リティを務めていた深夜ラジオのヘビーリスナーでした。
番組終了以降も何度も聞き直し、約 160 回の放送をかれ
これ５周は聞いています。学生時代は、研究生活と寝る
前のお供でした。エンディング曲として使われていた曲
が、銀杏 BOYS の「夢で逢えたら」。番組の終わり際にトー
クと並行してこの曲が流れ始め、「夢で逢えたらいいな、
夜の波をこえてゆくよ」というフレーズと共に毎回の放
送が終わりました。最終回のエンディングでは、過去の
名物トークと押し寄せたリスナーの歓声とともに歌が流
れ、グッとくる演出となっています。今年もまた、移動
のお供です。

　今回はテーマが「ゆめ」なので、夢から連想されるキー
ワードに合う作品を紹介します。
　【明晰夢】『インセプション』（クリストファー・ノーラン）
【夢を追う】『ジョジョの奇妙な冒険 Parte5 黄金の風』（荒
木飛呂彦）【予知夢】『DUNE』（ドゥニ・ヴィルヌーヴ）【悪
夢】『マルホランド・ドライブ』（デヴィッド・リンチ）【ユー
トピア】『アメリカン・ユートピア』（スパイク・リー）【ディ
ストピア】『未来世紀ブラジル』（テリー・ギリアム）【ノ
スタルジック】『　嶺街少年殺人事件』（楊德昌）【幻想的】
『セノーテ』（小田香）
　お正月っぽくないものも混ざっていますが、お正月休
みにぜひ見てみてください。

　「しょうらいのゆめ」というのは、小学校～高校で、ク
ラス替えに伴い年に 1回は自己紹介で発表する（させら
れる）テーマだったなと記憶があります。当時の自己紹
介文を遡ってみると、私は、12年間ずっと「社長」と書
き続けていました。今思えば、特に上に立つ立場になり
たいわけでも無く、当時なぜ書いたのか思い出せません 
（笑）（たぶん、正直に夢を書くのが恥ずかしかったのか
と思いますが・・・）。
　今回の記事で、自分の夢を振り返る機会になったので、
これからの 20 代終盤も、しっかり自身の夢に向き合う
時間を取っていこうと思いました。

　本レターズの編集長から「夢を持っていますか？」と突
然聞かれたとき、私はいつか行ってみたい場所が、ぱっと
心に浮かびました。それは、スリランカのジャングルの中
にあるホテル、ヘリタンス・カンダラマ（ジェフリー・バ
ワ設計）です。森と建築が溶け込んだ風景を映像で初めて
見たときは、衝撃的でした。そもそもリゾートホテルとい
うものに泊まったことがなく、ヘリタンス・カンダラマは、
行ってみたい夢の場所であり、そこで長い時間ぼーっと
して過ごすことに憧れがあります。多忙な業務に追われる
日々の中で、さらにコロナ禍が加わり、海外旅行はもちろ
んのこと、国内旅行でさえも気軽に行きにくい時期が続い
ていますが、いつか必ず行ってやりたいと思います。

　「将来の夢は何？」―小さいころから、この質問をされ
るたびに困った記憶があります。改めて、夢って何だろ
う？と考えていたら、不意に、忍たま乱太郎の『夢はで
かくなけりゃつまらないだろう胸をたたいて冒険しよう』
という歌詞が頭に浮かびました。他にも『やりたいこと　
やったもんがち』『じっとしてちゃはじまらない』『ぼく
たちが持てる輝き永遠に忘れないでね』といったフレー
ズがあり、「夢」って大きく考えすぎなくても、やりたい
ことを素直にやってみることが夢への一歩なのかなと思
いました。
　まずは好きな事、気になる事をやってみることを夢に
して、大きな「何か」を探してみたいと思います。
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ヨガで健康な心と体を鍛えます 

地域産業イノベーショングループ／ホアン ゴック チャン

夢中になっていること 

都市・地域プランニンググループ／筈谷友紀子

夢見心地 

公共マネジメントグループ／水野巧基

小学校の思い出 

地域再生デザイングループ／竹内和巳
人と人とがつくる「夢」の世界 

地域再生デザイングループ／髙瀬咲

この執筆を機会に改めて考えてみました 

サスティナビリティマネジメントグループ／豊福宏光

　私は幼少期に描いた大きな「ゆめ」は特に無かったで
すが、興味のある事やモノはあり、現在までそれなりに
興味のある事等を経験させて頂いたと思っています。生
きることに対してその時々は、本気で考えワクワクした
り楽しかったりしましたが、改めて考えてみると最終的
に自分がこんなことをしたい＝「ゆめ」を真剣に考えた
ことが無かったと気が付きました。その理由は、とにか
く生きるためにがむしゃらだったり、親の教育の固定観
念だったり、時には世間の既成概念だったりが邪魔をし
ていたと思いました。現在私が 40歳という年齢や家族・
友人の生活、社会の事・モノが劇的に変化する中で、今
だからこそ具体的な「ゆめ」を考え、その実現できるよ
うに日々を丁寧に過ごしたいと思っています。

　私がずっと「夢」中になってい

ること、それは深夜のラジオ番組

を聴くことです。一週足りとも欠

かさず聴いている番組が２つと、

たまに聴きたくなる番組がいくつ

かあり、これらが私の心の拠り所です。昔から寝付きが

悪い方で、それこそ悪い「夢」をよく見てしまうのです

が、そんな夜のお供が深夜ラジオでした。深夜ラジオの

魅力はまるでパーソナリティーとおしゃべりしているよ

うな、昔からの友達のような、そんな錯覚に陥るところ

です。最後に、深夜ラジオあるあるで締めくくりたいと

思います。『毎度寝落ちしがち』

　大阪に住んでいた時、仕事帰りにヨガクラスに通って
ました。夜の授業はちょうど仕事との区切りも出来て嬉
しいです。一時、ヨガの先生のカッコよさに憧れインス
トラクターになりた～いという夢を持ちました。当時は
仕事が終わっていなくても定時になると、先に授業に向
かい、レッスン後にまた仕事に戻るくらい練習したかっ
たです。そして、自宅だけでなく旅先でもどこでもヨガ
することに夢中になりました。
　最近、引っ越しでバタバタして、ゆっくりヨガをする
ことさえ出来ませんでした。夢を追いながら、体と心の
バランスの取りつつ、今年は健康でヨガが出来る生活を
取り戻したいと思います。

　　夢と聞いて私が思い浮かべたのは、「竹久夢二」で
す。学生の頃、夢見心地でウトウトしていると、留学生
に「夢二を知っているか？ Kawaii( かわいい ) 文化のルー
ツを作った人だよ。」と熱弁をされたことを思い出しまし
た。あれから数年、彼の生まれ育った岡山県瀬戸内市で、
仕事をさせて頂いているのも何か縁を感じます。
　今や世界共通言語となった「Kawaii」は、女性と男性
にとっても「夢」なのかもしれません（かわいい女性に
なりたい、かわいい人と結婚したい）。
　そんなことを考えながら、今の私はというと、昨年に
娘が生まれ、妻と娘のかわいい女性に囲まれて夢見心地
な日々を過ごしています（笑）

　「私たちは夢の中にいる。それは愛でできている。」こ
れはコロナ禍で自粛になって以降、久しぶりに生で鑑賞
したライブの冒頭の言葉です。
　今までは作品に夢や希望をもらうばかりと思っていま
したが、現地で「お客様がいて成り立つ、輝かせてくれる」
という演者さんの言葉を聞き、みる者がいなければ成り
立たない「夢」の世界と同様に、客席で観ている私も作
品の世界を作る一部なのだと実感しました。
　ライブや舞台は生で場をつくるという限りなく「現実」
の延長線上で「夢」のような体験ができるというところ
が魅力で、いつも力をもらっています。これからも「夢」
を糧として「現実」を頑張っていきたいです。

　小学生のころはもっぱら「劇的大改造ビフォーアフ
ター」大好きっ子だった私ですが、そういえばあれはま
ちづくりだったのかなあ、という思い出があります。
　当時小学校の総合学習で、「浜松 NPOネットワークセ
ンター」の方と一緒に、地域の川の清掃などの活動をす
る機会がありました。
　曖昧な記憶ですが、なんだか楽しくて、一生懸命やっ
ていた気がします。学校で声掛けして彼岸花の球根を集
めて川沿いに植える企画をした気がしたので、検索して
みたら群生していたので大勝利です。
　実は昔から夢だったのかもしれません。今年は脂汗の
少ない夢にできることを切に願います（笑）
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たまにはちゃんと考えてみようかと思います  

都市・地域プランニンググループ／山崎将也
特別なことをするために、普段どおりの当たり前のことを

地域産業イノベーショングループ／武藤健司

2050 年宇宙の旅へ 

地域産業イノベーショングループ／山部健介

改めて夢を持つ 

地域再生デザイングループ／山道未貴

少し先の、少し遠くへ 

都市・地域プランニンググループ／依藤光代

夢のある未来のために 

地域再生デザイングループ／山本貴子

　前澤社長の宇宙旅行で思い出したが、私が一番最初に
持った夢は「宇宙旅行」に行くことだった。毎晩寝る前
に読んでもらっていた本は、宇宙の仕組み図鑑とニール・
アームストロング船長の月面着陸の話しだった。宇宙で
の食事や風呂、トイレの仕組みを熱心に勉強したり、毛
利衛さんが日本人初のスペースシャトル搭乗が決まった
際には、牛乳パックでシャトルを大量に作って怒られた
記憶がある。
　それから 30年以上たったが、Youtube で宇宙船の打上
げ（と無線での交信）を見ると、無性にワクワクするの
は変わらない。100 億は無理だが、2050 年に 100 万く
らいになったら喜んで行こうと思っている。

　夢と聞いて、小学校の文集に友達が開くケーキ屋さん
の隣で雑貨屋さんをすると書いたことを思い出しました。
当時は、自分の好きなことを仕事にしたいと思っていた
のかなと懐かしく感じました。大人になっても共通する
ことは、自分の好きなことを仕事にできていることです。
また、昨年は地元でお仕事させていただく機会が増え、
夢が一つ叶いました。コロナ禍もあって、なかなか現場
に行くことができず不自由でしたが、やはり直接会って
お話することがこの仕事の醍醐味だなと感じました。
　性格的に少し冷めているところがあるので、夢なんて
語ってもといったところもありますが、コロナ禍だから
こそ、こんなことしたい、こうなりたいと夢を持たなく
てはと思いました。

　昨年、新年号の特集 “福 ” で、私は「今年はまた福島に
行きたい」と記し、そして十年ぶりに福島の街を訪れま
した。その街は、描いた通りにはなっていなかったけれど、
建物が建ち、人が暮らし、生活の音や匂いがありました。
そして、街で見かけた「ふくしま浜街道・桜プロジェクト」
の桜の木には、“たくさんの支援や応援のおかげで夢に向
かって頑張れています ” とのプレートが掛かっていまし
た。街をつくるということは、とても難しい。思うよう
にいかないことばかりです。それでも、絶望や失望の中
で小さな希望となり、当たり前の日常をつくり、誰かの
夢を支えることになるんだということを改めて感じた旅
でした。

　4歳の息子に夢を尋ねたところ「新幹線の運転士」と
即答！ 1年ほど前は「新幹線」そのものになりたいと言っ
ていたので、成長を感じます。
　6歳の息子は「家をつくる人」。家を建てる大工さん？
と尋ねると「どんな家にするか考える人。設計士」との
こと。私も夫も設計を仕事にしているわけではないので
多少驚きつつ、ニヤリと顔が緩んでしまいました。
　昨年は 10代や 20代のことを振り返る機会が何度かあ
り、手つかずになっている目標があることを確認しまし
た。今年は目線を上げて、目の前や足元のことだけでなく、
少し離れた人とも交わり、少し先のことも意識し、少し
遠くを見て関わっていくように心がけたいと思います。

　小学生の私は、野球チームに所属していたこともあり、
将来の夢はプロ野球選手でした。特に、イチロー選手に
憧れて、打席でのルーティンから背面キャッチまで、何
でも真似をしていました（小学校の卒業アルバムには「第
２のイチローをめざす」と書いています）。
　プロ野球選手にはなれなかったですが、イチローイズ
ムには常に刺激を受けてきました。準備の大切さ、言葉
にして挑戦すること、自分にできることを積み重ねるな
どなど、プロとしての姿勢を学ぶことも多いです。引退
会見での名言「後悔などあろう
はずがありません」なんて言え
る日々を過ごしていきたいです。

　小さな頃に見ていた将来の夢は「登山家」だったと思
いますが、他にも何も知らないが故の無鉄砲な様々な未
来を思い描いていたような気がします（だいぶ忘れてし
まいました）。そこから歳を経るごとに、無鉄砲だった夢
は少しずつ現実的なものへと替わっていきましたが、夢
の大きさより、それを叶えるためにどれだけ頑張れるか
が大切なのだろうと思います。
　人生の折り返し地点も後ろにボヤけ始めた今、改めて
「夢」にどう向き合うか。子供の頃に思い描いていたこと、
今やりたいこと、将来成し遂げたいこと・・・正月の間
に少し真面目に考えてみようかと思います。皆様の今の
「夢」は何ですか？  
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岡崎まり：
地域再生デザイングループ

ナディアパークの活用方策を検討しています
福井秀樹：
名古屋事務所

平
成
31
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
２
年
に
わ
た
っ
て
、
大
阪
府
八
尾

市
に
お
け
る
市
営
住
宅
の
長
寿
命
化

計
画
と
八
尾
市
北
部
に
位
置
す
る
市

営
西
郡
住
宅
の
民
間
活
力
導
入
可
能

性
調
査
及
び
建
替
え
基
本
計
画
の
策

定
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
建
替
事
業
を
Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
10
月
に

建
替
え
対
象
の
住
棟
に
お
住
ま
い
の

方
を
対
象
と
し
た
「
ご
意
見
を
お
聞

き
す
る
場
」
を
４
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

八
尾
市
で
の
こ
れ
ま
で
の
市
営
住

宅
の
建
替
え
で
は
、
設
計
段
階
に
お

い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催

し
、
入
居
者
の
意
見
を
聞
き
取
り
な

が
ら
建
替
え
事
業
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
く
建
替
事
業

で
は
入
居
者
の
意
見
を
先
に
お
聞
き

し
、
そ
れ
に
則
っ
て
民
間
事
業
者
か

ら
提
案
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

事
業
者
選
定
の
募
集
要
件
を
作
成
す

PFI 法に基づく市営住宅建替事業の
アドバイザリー業務に携わっています

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
場
」
の

開
催
中
に
は
、
対
象
世
帯
の
う
ち
２

割
強
の
方
々
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
建
物
仕
様
に
関
す
る
意
見

も
多
く
出
ま
し
た
が
、
今
回
の
建
替

事
業
の
対
象
棟
が
11
棟
に
及
ぶ
こ
と

等
か
ら
、
新
し
い
団
地
の
ル
ー
ル
づ

く
り
や
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

が
行
え
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
っ
た
ご
意
見
も
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
が
多
く
住

む
こ
と
か
ら
移
転
に
伴
う
不
安
も
多

く
、
移
転
支
援
の
重
要
性
に
改
め
て

気
づ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

居
住
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
設
備
の
改
善
が

必
要
で
す
が
、
そ
こ
で
暮
ら
す
入
居

者
が
日
々
の
暮
ら
し
を
安
心
し
て
穏

や
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
そ
れ
以

上
に
、
近
隣
住
民
と
の
つ
な
が
り
づ

く
り
や
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
、
外
出

す
る
機
会
の
創
出
な
ど
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
新
し
い
団
地
は
令

和
７
年
度
に
完
成
予
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
時
間
を
有
効
に

活
用
し
て
新
し
く
集
ま
っ
て
住
む
こ

と
に
な
る
入
居
者
同
士
の
つ
な
が
り

づ
く
り
が
少
し
で
も
進
む
よ
う
な
機

会
の
創
出
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
の
業
務
は
地
域
再
生
デ
ザ
イ
ン

グ
ル
ー
プ
の
嶋
崎
雅
嘉
、
建
築
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
の

和
田
裕
介
、
西
村
幸
治
も
担
当
し
て

い
ま
す
。

名
古
屋
の
繁
華
街
、
栄
の
南
部
（
通

称
：
栄
ミ
ナ
ミ
）
に
あ
る
ナ
デ
ィ
ア

パ
ー
ク
を
御
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
ル
パ
ッ
ク
が
構
想
・
計
画
段
階

に
関
わ
っ
た
こ
の
施
設
は
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
、音
楽
ホ
ー
ル
、店
舗
（
ロ

フ
ト
等
）、
オ
フ
ィ
ス
か
ら
な
る
複

合
施
設
で
す
。
当
時
、
全
国
的
に
も

数
少
な
か
っ
た
公
有
地
土
地
信
託
事

業
に
よ
り
平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）

に
開
業
し
ま
し
た
。
名
古
屋
の
南
北

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
大
津
通
か
ら

一
区
画
西
の
不
利
な
立
地
に
ナ
デ
ィ

ア
パ
ー
ク
が
開
業
し
た
理
由
は
、
高

校
跡
地
と
な
る
市
有
地
を
有
効
活
用

す
る
た
め
で
す
。
百
貨
店
中
心
の
こ

の
エ
リ
ア
に
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
都
市
生
活
者
や
若
者
を
対
象
と
し

た
メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
（
情
報
源
）

と
し
て
誕
生
し
て
以
来
、
人
通
り
の

少
な
か
っ
た
エ
リ
ア
の
周
縁
部
に
も

人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
栄
ミ

ナ
ミ
エ
リ
ア
の
面
的
発
展
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、
社
会

状
況
に
加
え
、
栄
地
区
に
比
べ
広
域

交
通
網
に
優
れ
た
名
古
屋
駅
地
区
の

集
客
力
が
高
ま
り
、
栄
地
区
の
停
滞

感
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
栄
地
区

で
は
、
昨
年Park-PFI

事
業
に
よ
る

H
isaya-odori Park

が
開
業
。
長
年

の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
栄
広
場
再
開

発
の
事
業
候
補
者
が
決
定
。
更
新
期

を
迎
え
た
大
規
模
ビ
ル
の
建
替
え
計

画
が
相
次
い
で
公
表
さ
れ
、
都
心
居

住
も
促
進
さ
れ
る
な
ど
一
大
変
革
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
表
題

の
調
査
は
、
開
業
後
25
年
が
経
過
し

た
ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
の
周
辺
エ
リ
ア

の
活
性
化
や
都
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
活
用
方
策
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
業
当
初
と
エ
リ
ア
の
変
革
期

を
迎
え
た
現
在
。
全
く
異
な
る
環

境
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用

方
策
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
か
、
貴

重
な
検
討
の
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
と
認
識
し
調
査
に
臨
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

ポストモダンなデザインが目を惹くナディアパーク
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まちの来し方を振り返り、ポストコロナの行く末を考える
～祇園まちづくり研究会がスタートしました～

京
都
は
も
と
よ
り
、
本
邦
を
代
表
す

る
観
光
名
所
と
さ
れ
る
東
山
。
世
界

的
な
疫
病
の
発
生
か
ら
丸
２
年
、
国

内
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
た

昨
秋
以
降
、「
お
日
さ
ん
の
高
い
う

ち
」
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
徐
々
に
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

疫
病
が
流
行
る
前
と
様
子
が
異
な

る
の
は
、
街
を
行
き
交
う
人
の
殆
ど

が
国
内
旅
行
者
で
あ
る
こ
と
。
紅
葉

の
季
節
で
も
あ
り
、
長
引
く
「
自
粛
」

で
心
身
と
も
草
臥
れ
果
て
た
皆
さ
ん

が
、
全
国
か
ら
癒
し
を
求
め
て
、
い
や

救
い
を
求
め
て
お
越
し
に
な
ら
れ
て

い
る
の
で
せ
う
。
訪
れ
た
人
々
の
心
を

安
ら
か
に
し
て
、
再
び
元
気
に
故
郷

へ
お
返
し
す
る
の
が
京
都
の
チ
カ
ラ
。

　

残
念
な
が
ら
数
年
前
ま
で
、
こ
の

チ
カ
ラ
は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
押
し
寄
せ
る
中
、

街
中
に
は
他
国
の
言
葉
が
溢
れ
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
家
電
、
飲
食
や
宿

泊
施
設
を
は
じ
め
、
彼
ら
の
懐
を
狙

う
外
部
資
本
が
席
巻
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
来
、
様
相
は
一
変
。
国
内

外
を
問
わ
ず
観
光
客
は
ピ
タ
リ
と
止

ま
り
、
各
種
催
事
も
軒
並
み
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
雨
後
の
筍
の
よ
う
に

打
ち
立
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
も
開
店
休

業
、
あ
ら
ゆ
る
店
舗
が
休
業
や
転
廃

業
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

祇
園
と
て
例
外
で
は
な
く
、
未
だ

に
明
か
り
が
消
え
た
ま
ま
の
お
店
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、

「
未
曽
有
の
惨
禍
の
只
中
に
あ
る
今

こ
そ
、
祇
園
を
『
日
本
の
美
意
識
に

出
会
え
る
街
』
へ
と
転
換
す
る
チ
ャ

ン
ス
」
と
意
気
込
む
人
た
ち
が
い
ま

す
。
商
店
街
や
花
街
、
地
元
ま
ち
づ

く
り
団
体
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
「
訪
れ
た
人
々
の
心
が
美
し
く
な

り
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
祇
園

を
目
指
そ
う
」「
清
々
し
い
参
道
を

つ
く
ろ
う
」「
美
意
識
の
高
い
専
門

店
・
料
理
店
・
花
街
を
取
り
戻
そ
う
」

と
、
事
始
め
の
日
、
祇
園
某
所
で
研

究
会
を
開
き
ま
し
た
。
初
回
は
京
都

市
立
芸
術
大
学
の
前
理
事
長
・
学
長

で
哲
学
者
の
鷲
田
清
一
先
生
を
囲
ん

で
。
深
夜
に
及
ん
だ
議
論
の
オ
チ
は
、

「
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
で
も
極
め
た
人

が
い
る
の
が
面
白
い
ま
ち
だ
」
と
い

う
こ
と
。
思
い
浮
か
ぶ
お
顔
が
多
数
。

　

八
坂
神
社
の
ご
加
護
の
許
、
永
ら

く
繁
栄
を
享
受
し
て
き
た
祇

園
。
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
の

こ
と
で
は
凹
み
ま
せ
ん
。
来

し
方
を
振
り
返
り
、
行
く
末

を
皆
で
考
え
て
行
動
す
る
気

概
に
満
ち
て
い
ま
す
。
赤
穂

浪
士
討
入
の
前
夜
、
仲
間
を

増
や
さ
ね
ば
と
独
り
言
ち
た

愉
し
い
晩
で
す
。

高野隆嗣：
地域産業イノベーショングループ

脱炭素化に向けて地域での取り組みが
進みつつあります 植松陽子：

サスティナビリティマネジメントグループ

「
脱
炭
素
」
の
記
事
が
日
々
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
前
首
相
が
２
０
２
０
年
10
月
の

所
信
表
明
演
説
で
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣

言
し
て
以
降
、
国
内
で
も
脱
炭
素
化

に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し
て
い
ま

す
。
特
に
企
業
に
お
い
て
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
し
て
急
速
に
拡

大
し
て
お
り
、
脱
炭
素
に
取
り
組
ま

な
い
こ
と
自
体
が
経
営
リ
ス
ク
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
「
２
０
５
０
年
CO2
排
出

量
実
質
ゼ
ロ
」
表
明
を
全
国
に
呼

び
か
け
、
多
く
の
自
治
体
が
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
ま
し

た
。
愛
知
県
半
田
市
も
そ
の
１
つ
で
、

２
０
２
０
年
10
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
表
明
し
、
今
年
度
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
は
ん
だ
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２
０
５
０
年
と

い
う
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
な
が

ら
、
２
０
５
０
年
に
向
け
た
５
つ

の
方
針
の
も
と
持
続
的
な
取
組
と
、

２
０
３
０
年
に
向
け
た
重
点
的
な
４

つ
の
取
組
を
、
行
政
、
市
民
、
事
業

者
が
全
市
一
体
で
推
進
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
脱
炭
素
に
向
け

た
道
筋
と
し
て
必
要
な
技
術
・
施
策
・

行
動
変
容
な
ど
の
条
件
を
シ
ナ
リ
オ

と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
あ
わ
せ

て
、
自
宅
で
省
エ
ネ
行
動
を
実
践
し

て
も
ら
い
、
エ
コ
モ
ニ
タ
ー
で
電
気

消
費
量
の
変
化
を
実
感
し
て
も
ら
う

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
全
員
が
省
エ
ネ
へ
の

関
心
や
意
欲
が
高
ま
っ
た
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
他
に
も
、
地
域
脱
炭
素

の
実
現
に
向
け
た
自
治
体
の
計
画
や

戦
略
づ
く
り
、
企
業
向
け
脱
炭
素
ス

ク
ー
ル
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

ま
す
。
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
は
、

コ
ス
ト
な
ど
負
担
が
か
か
る
も
の
も

多
く
、
一
様
に
進
め
る
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

新
し
い
技
術
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
組
を
進
め
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
、
ま
ち
の
未
来
に

つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
は
ん
だ

ビ
ジ
ョ
ン
」
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
中
（
２
０
２
２
年
１
月
４
日
ま
で
）

で
、
１
月
中
に
策
定
予
定
で
す
。
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社
会
福
祉
法
人
中
央
有
鄰
学
院
（
以

下
、
学
院
）
は
、
名
古
屋
市
緑
区
に

て
児
童
養
護
施
設
「
ゆ
う
り
ん
」、
乳

児
院
「
ほ
だ
か
」、
自
立
援
助
ホ
ー
ム

「
き
ょ
う
わ
」、
地
域
小
規
模
児
童
養

護
施
設
「
か
え
で
」、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
お
お
だ
か
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
平
成
19
年
か
ら
21
年

に
児
童
養
護
施
設
・
乳
児
院
の
併
設

施
設
の
設
計
監
理
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
は
、
学
院
の
児
玉
常

務
理
事
よ
り
岐
阜
県
郡
上
市
内
の
別

荘
地
に
て
山
小
屋
建
築
の
設
計
監
理

の
依
頼
を
受
け
、
こ
の
度
、
令
和
３

年
11
月
に
山
小
屋
が
完
成
し
ま
し

た
。
別
荘
地
は
、
標
高
９
０
０
メ
ー

ト
ル
に
位
置
し
、
夏
は
避
暑
や
川
遊

び
、
冬
は
ス
キ
ー
場
や
温
泉
等
が
あ

り
、
自
然
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
環
境

に
あ
り
ま
す
。
山
小
屋
は
、
親
元
か

ら
離
れ
施
設
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の

安
ら
ぎ
や
健
康
増
進
の
た
め
、
卒
院

さ
れ
た
方
々
の
集
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
地
域
や
職
員
の
皆
様
の
保
養
施

設
と
し
て
幅
広
く
利
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
院
と
の
打
合
せ
で
は
「
普
通
の

別
荘
建
築
は
要
ら
な
い
。
子
ど
も
た

ち
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
山
小
屋
を
建
築

し
た
い
」
と
設
計
依
頼
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
山
小
屋
で
は
、
一
般
住
宅

が
持
つ
居
心
地
の
良
さ
や
機
能
性
を

確
保
し
つ
つ
、
土
木
・
工
業
材
料
の

コ
ル
ゲ
ー
ト
鋼
板
を
屋
根
外
壁
材
と

し
て
使
用
し
、
ど
こ
か
愛
嬌
の
感
じ

ら
れ
る
生
き
物
や
宇
宙
船
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド
、
内
部
は
一
般

住
宅
で
は
体
験
で
き
な
い
２
層
吹
抜

け
ア
ー
チ
状
の
大
空
間
を
創
り
ま
し

た
。
陽
の
当
た
る
開
放
的
な
リ
ビ
ン

グ
に
は
暖
炉
を
設
け
、
皆
が
集
い
心

身
が
温
ま
る
建
築
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

竣
工
引
渡
で
は
、
那
須
野
理
事
長

よ
り
山
小
屋
は
「
あ
お
む
し
」
と
命

名
さ
れ
ま
し
た
。
命
名
に
は
、
腹
ペ

コ
あ
お
む
し
が
大
き
く
成
長
し
、
い

つ
か
綺
麗
な
蝶
蝶
と
し
て
立
派
に
飛

び
立
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
未
来

へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
所
で
子
ど
も
た
ち
が
四
季

折
々
の
自
然
に
親
し
み
、
た
く
さ
ん

の
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
業
務
は
、
原
田
稔
、
杉
本
健

太
朗
も
担
当
し
ま
し
た
。

ゆうりん山小屋「あおむし」が完成しました　
－子どもたちの未来へ－ 間瀬高歩：

建築プランニング・デザイングループ

いこまミライ創発会議を開催！
ワークショップの成果を発表しました

「
い
こ
ま
ミ
ラ
イ
創
発
会
議
」
と
題

し
、
50
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
20
代
ま
で
の
若
者
を
対
象
と
し

た
「
こ
れ
か
ら
の
50
年
後
に
向
け
た

持
続
可
能
な
ま
ち
の
あ
り
方
」
を
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
手
伝
い

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
完
成
し
た
各
グ
ル
ー
プ
の
成
果

を
紹
介
し
ま
す
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
内
容
に
つ
い
て
は
２
０
２
１
年
９

月
２
２
９
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

■
『
恋
来
生
駒
』

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
街
頭
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
お
す
す
め
の
デ
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
や
思
い
出
を
聞
き
、
地
図
に

マ
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
し
た
。「
ド
ラ
イ

ブ
ウ
ェ
イ
で
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
ま
し

た
！
」「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
ベ
ル
テ

ラ
ス
で
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い

ま
す
。」
等
、
普
段
な
か
な
か
聞
く

こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

■
『
生
駒
道
』

　

生
駒
市
な
ら
で
は
の
デ
ィ
ー
プ
な

風
景
を
収
集
し
、
各
風
景
の
発
見
の

難
易
度
を
帯
の
色
ご
と
に
分
類
し
、

ま
と
め
ま
し
た
。
忙
し
い
日
々
の
中

で
は
気
付
き
に
く
い
、
坂
や
壁
、
階

段
等
の
魅
力
を
見
つ
け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
通
じ
て
お
も
し
ろ
く
発
信
し
て
い

く
流
れ
を
つ
く
り
、
終
わ
り
の
な
い

生
駒
（
道
）
を
目
指
す
。
そ
ん
な
流

れ
が
続
い
て
い
く
と
面
白
い
で
す
ね
。

■
『
生
駒
生
活
』

　
「
大
切
な
時
間
を
過
ご
し
た
い
場

所
」、「
思
い
出
の
場
所
」、「
お
い

し
い
場
所
」、「
な
く
な
っ
て
悲
し

か
っ
た
場
所
」
と
い
う
４
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
連
想
す
る
場
所
と
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
め
ま

し
た
。「
よ
く
通
っ
た
う
ど
ん
屋
さ

ん
や
ス
ー
パ
ー
が
無
く
な
っ
て
悲
し

い
」「
竜
田
川
沿
い
の
散
歩
コ
ー
ス

が
気
持
ち
良
い
」
等
、
ネ
ッ
ト
で
検

索
し
て
も
出
て
こ
な
い
、
興
味
深
い

情
報
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
生
駒
に
潜
り

こ
ま
な
い
と
集
ま
ら
な
い
、
貴
重
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
に
は
、
自
分
に
関
わ

り
の
つ
よ
い
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て

独
自
の
視
点
で
調
べ
、
発
表
し
た

経
験
を
、
ふ
と
し
た
時
に
思
い
出

し
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
な
あ
と

思
い
ま
す
。

暖炉があるリビングの吹抜け

「あおむし」外観　

小島みのり：
都市・地域プランニンググループ

ゲストの森本さんからコメントをいただいている様子
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社会実験「御堂筋チャレンジ 2021」を
実施しました 

道
路
協
力
団
体
・
ミ
ナ
ミ
御
堂

筋
の
会
が
昨
年
に
引
き
続
き
社

会
実
験
「
御
堂
筋
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
２
１
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

歩
行
者
中
心
の
道
路
空
間
へ
再
編

が
進
む
御
堂
筋
。
２
０
２
０
年
に
も

社
会
実
験
を
実
施
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回

は
な
ん
ば
駅
前
広
場
の
歩
行
者
空
間

化
の
社
会
実
験
と
も
タ
イ
ミ
ン
グ
を

あ
わ
せ
て
、再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、
来
る
べ
き

大
阪
・
関
西
万
博
を
に
ら
ん
で
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
・
ベ
ン
チ
一
体
型
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

ハ
ブ
と
な
る
ポ
ー
ト
を
設
置
。
加
え

て
御
堂
筋
に
接
続
す
る
東
西
の
石
畳

の
似
合
う
カ
フ
ェ
ス
ト
リ
ー
ト
、
御

堂
筋
西
側
の
沿
道
テ
ナ
ン
ト
と
も
一

緒
に
、
道
路
空
間
で
の
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
を
展
開
。
大
阪
市
・
大
学
研
究

室
や
デ
ー
タ
会
社
に
よ
る
広
域
の
人

流
デ
ー
タ
取
得
や
滞
留
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
、
エ
リ

ア
全
体
の
歩
行
者
空
間
を
ど
う
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
一
体
で
デ
ザ
イ
ン
す
る

か
。
側
道
閉
鎖
に
伴
う
歩
行
者
空
間

化
は
ど
ん
ど
ん
北
伸
し
て
お
り
、
大

阪
・
関
西
万
博
を
一
つ
の
目
標
に
、

ミ
ナ
ミ
の
道
路
空
間
再
編
は
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
ミ
ナ
ミ
御
堂
筋
の
会
は
、

２
０
２
１
年
７
月
に
一
般
社
団
法
人

に
移
行
し
ま
し
た
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
主
体
と
し
て
自
律
的
な
運

営
へ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
財
源
確

保
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
我
々
に
も
新
た
な
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
議
論
・
実
践
を
重
ね

な
が
ら
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
社
会
実
験
の
詳
細
は
ミ
ナ
ミ
御
堂

筋
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

絹原一寛：
都市・地域プランニンググループ

事務所
だより名古屋

「名古屋と公共空間の再生」 
名古屋事務所　尾関利勝
　名古屋は戦災復興都市整備が
ダイナミックに行われ、新たな公共空間を創出した。例え
ば久屋、若宮大通の 100 メートル道路，伏見通、国道 19
号等の 50メートル道路、周辺部の小幡・猪高・相生山・牧
野が池・大高等の大規模緑地、区画整理で都心の寺の墓地
と墓を移設した巨大な平和公園等、戦災後だから出来た復
興都市改造が行われた。
　平時には出来ないハードな都市改造が、戦災や震災など
の大規模な都市被災の復興として実行されてきた。
　堀川通、御池通、五条通は京都では珍しい広い道路景観
を持つ。戦中の防空法による疎開で家並みが撤去された。
名古屋の 100 メートル道路や大規模緑地は、防空法の位置
づけを復興計画になぞらえ整備した。久屋大通は道路と公
園が重なる兼用工作物の珍しい公共空間になった。
　復興事業で整備された公共空間が今、再生されている。
名城公園は従来制度で商業施設を導入した「トナリノ」が
人気を呼び、「久屋大通公園」は PPFI 事業で芝生の大広場
や商業施設の新しい公共空間に再生された。
　太政官令で整備された「鶴舞公園」や第５回国体に使わ
れた「瑞穂公園」で PPFI 事業が進行中である。公共空間が
民活でどう変わるか、一度お訪ねください。

東　京

「JR神田駅を北口へ出て日本橋へ
行ってきました」
東京事務所　佐藤衣織
　中央通り（中山道）沿いを歩いて最初はコレド室町
へ。コレド室町 1・2の間を通る仲通りは、建物の外
観と提灯のオレンジライトが日本文化を感じられ、和
やかな気持ちにさせてくれます。その日は、2日間に
わたって開催されるイベント初日ということもあり、
仲通りでもマーケットが開かれていました。予約制の
ため、残念ながら離れたところから見ることしかでき
ませんでしたが、ハンドメイドアクセサリーなど多数
販売され、たくさんの人で賑わっていました。
　中央通りに戻って最終
目的地の日本橋へ向かう
と、ちょうど船着場から
クルーズ船が出航するとき
で、今度ゆったりクルーズ
を楽しむのもいいなと思い
ました。東京事務所からで
も 30 分ほどで日本橋に着
けますので、時間があれば
行ってみてください。

御堂筋の 2期整備区間で、関係者との記念撮影

デジタルサイネージも併設したモビリティポート

イベント会場の様子
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適塾路地奥サロン報告 適塾路地奥サロン実行委員会

楽しい公共空間をつくる～プレイスメイキングから
考えるまちづくり～ 」

講師：日本大学理工学部建築学科 助教
一般社団法人ソトノバ 共同代表理事　泉山塁威氏 

　第 40 回適塾路地奥サロンでは、泉山塁威先生を講
師にお招きし、プレイスメイキングについてお話いた
だきました。緊急事態宣言が明け、巷では社会実験が
立て続けに行われています。関西では昨年 11 月に京
都の三条通りや御堂筋で行われました。
　今回、泉山先生に講演いただく前に、当社の中塚と
もに、なんば駅前広場と御堂筋の見学を行っています。
この日、なんば駅前広場や沿道のカフェにはテラス席
が設けられ、まるでヨーロッパの街角の雰囲気であっ
たわけですが、その裏にはたくさんの協議や手続きが
あったことなども含め、ご案内しました。
　泉山先生は「プレイス」をつくるには滞在快適性を
高めることが重要であると指摘します。また、プレイ

40 回 2021 年
11月24日

スメイキングは単なる “ 賑わい至上主義 ” であっては
ならず、イベントよりも日常をつくることが必要であ
るとお話しいただきました。講演後半では、プレイス
メイキングで重要なフェーズとなる「場所の特徴と課
題を読み解く」ために開発された「プレイス・ゲーム」
について話題提供をいただきました。「プレイス・ゲー
ム」は住民主体で「場所」の評価を試みるツールで、
評価指標が定量的に示されている点が特徴的です。こ
れにより、あらゆる主体の評価やニーズをバイアスな
く拾うことができると泉山先生は指摘します。
　昨今の都市再生の潮流として、道路や公園といった
公共空間の利活用が挙げられますが「楽しい公共空間」
や「居心地が良くなる歩きたくなるまちなか」は一体
“ だれ ” が想定されていて、はたまた “ だれ ” がこぼれ
ているのかと考えます。どうしても人の流れや経済活
動といった「賑わい」で評価されがちな「公共空間の
活用」ですが、そうではない「日常」への貢献をもと
に評価指標がつくれるとプレイスの様相も（その場を
楽しむ人たちの様相も）多種多様になっていくのでは
ないかと思いました。（筈谷友紀子）

　兵庫県豊岡市に出向中の遠藤から、市での仕事や
日々の暮らしについてお伝えします（※出向の詳細は
vol.228 をご覧ください）。
　担当している農業ビジョン推進業務の一つとして、
ビジョン推進委員会の運営を行っています。委員には、
生産者だけでなく専門家や観光、コミュニティ分野の
方にも入っていただいています。現在、優先して進め
るべき施策について、委員の皆様に具体的なプロジェ
クトアイデアを出していただきながら、議論を進めて
いるところです。提案いただいたアイデアは全部で 20
近く。例えば、農産物のプラスチック包装の削減や、
生産者が PR に使えるカードの作成、若者などの農業
への関心を高めるための農フェスの開催、給食食材の

地元産供給率 UPなど、いずれも重要なプロジェクト
でした。今後、いただいたアイデアをもとにいくつか
のプロジェクトチームを創設し、更に内容を検討し、
実際に実施していく予定です。
　休日は、所属しているグッドローカル農業推進室で
運営する SNS の投稿ネタ探しによく出かけています。
季節によって様々な農産物が収穫されますし、農業関
連のイベントもよく開催されるので、ネタは尽きませ
ん。この話をすると、「他に楽しいことはないの？」と
か「遊んでないの？」と聞かれることがありますが、
ネタ探しは楽しみながらしていますし、遊んでもいま
す。生きものの写真を撮るのが好きで、撮りに出かけ
ることがあります。やはり自然が豊かで、生息する種

類も多いので楽し
いです。また、地域
おこし協力隊など
移住者の方々と会
うこともしばしば。
こちらの話はまた
次回にお伝えした
いと思います。

遠藤真森
地域産業イノベーショングループ

豊岡通信 vol.1

～委員会・研修会運営や日々の暮らしについて～

委員会の写真。中央のモニターはプロジェクトアイデアや
意見を記録したオンラインホワイトボードサービス

「miro」の画面。

豊岡市立加陽水辺公園で撮影した
アサギマダラとフジバカマ。
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　大阪市立新巽中学校（大阪市生野区）と独立行政法
人国際協力機構関西センター（JICA 関西）が連携して
SDGs を学び自ら実践するプログラムとして行ってい
る「学ぶ SDGs から、やる SDGs へ～でっかく考えて、
ちっちゃいことから始めよう～」に大阪府内の SDGs
に取り組む企業・団体（29社）の一員として参画しま
した（連携：独立行政法人国際協力機構関西センター
（JICA 関西））。
　当社からは、訪問してくれた３名の生徒さんに、「①
身近な地域で使われていない空間の活用方法を考える」

「②提案によって起こりうるトレードオフを考え、誰一
人取り残さない解決方策を考える」の２つのミッショ
ンを提示しました。ミッションを受けて、それぞれ調べ、
悩み、「公園への太陽光発電設置」や「中学生の居場所
としてスケボーパーク」等の提案をとりまとめ、生野
区で中学生の居場所「スケボーパーク」をどうやった
ら作れるか？地域の大人たちを巻き込めるか？を一緒
に考えました。生徒さんの学びは、生徒発の「しんた
つランド（SDGs を知り・体験・体感できるテーマパー
ク）」（2022年秋ごろ開催予定）まで続きます。

中川貴美子
サスティナビリティマネジメントグループ

中学生が SDGs に関する学習、実践するプログラムに参画

　全国のシンクタンクが相互に情報交換・人的交流を
行うことを目的に設立された「地方シンクタンク協議
会」に、アルパックも加入し活動に参加しています。
　昨年 10 月には、「取組紹介セミナー」に登壇、「持
続可能な地域づくり」の実践面にフォーカスし、私か
らは「都心のストリートマネジメントの現場から」と
してミナミ御堂筋での実践を、サステナビリティマネ
ジメントグループの中川からは「脱炭素化社会・スマー
トなミライに向けた地域の現場から」として兵庫県下

他での脱炭素化や人材育成、都市の木造・木質化など
の実践を紹介しました。
　12月には、会員の活動成果の発表、提言の発信を目
的とした「論文アワード 2021」に応募し、「ポストコ
ロナのメインストリート像～大阪・御堂筋ミナミエリ
アを舞台に」で「優秀賞」を受賞することができました。
多様な実践を通じて、持続可能な地域づくりへの貢献
をめざす取り組みの一端を知っていただく機会に恵ま
れ、今後とも精進していきたいと思います。

絹原一寛
都市・地域プランニンググループ

　近年、ICT や IoT、スマートシティ、DX、ビッグデー
タといった言葉に代表されるように、社会のデジタル
化やツールの活用が進められて久しいですが、コロナ
禍を受け、ニューノーマルなどをキーワードに社会全
体が、新しい社会や都市に向けた様々な動きが加速し
た感があります。こうした社会の動きに加え、大阪・
関西万博を 2025 年に控えるなかで、大阪の都市とし
ての新たな価値創造をどう進めるかを考える機会とし
て、大阪で活動する企業のネットワーク組織である
CITÉ さろんでは「官民連携による都市の新たな価値創
造について～デジタル化の急速な進展やニューノーマ
ルへの対応～」をテーマに専門家をお呼びし、今年度
の CITÉ トークセッション 2021 を開催しています。
　第 1回では、神戸市においてスマートシティの検討
などに携わっておられた神戸国際大学の松崎太亮さん
に、神戸やバルセロナが進めているスマートシティ化

の取り組みについてお話いただきました。
　第2回は、都市空間の空き駐車場などをアプリで予約
できるサービスを展開する akippa 株式会社の金谷元気
さんに、シェアリングエコノミーの展開を通じての都市
課題の解決に向けた展望などをお話しいただきました。
　第 3回は、「デンマークのスマートシティ（学芸出
版社）」の著者でもある三菱 UFJ リサーチ &コンサル
ティングの中島健祐さんに、幸せを実感できる暮らし
や持続可能な経済成長へのデータ活用の状況や展開な
どをお話しいただきました。
　異なる立場・視点の 3名から、これからの社会にお
けるデジタル化やデータ活用等を通して、大阪の価値
創造にどうつなげていくかの示唆をいただきました。
年明けには、3回のトークセッションを踏まえ、とり
まとめの議論の場としてのシンポジウムを予定してい
ます。ご興味・ご関心のある方はぜひご参加ください。

羽田拓也
地域再生デザイングループ

これからの社会・都市の新たな価値創造について
考える場を開催しています

原一寛

受　賞しました

地方シンクタンク協議会の取組紹介セミナーに参加
論文アワード優秀賞を受賞しました
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新開夏織：
建築プランニング・デザイングループ

表紙写真：高度 300m、時速 200km、名古屋都心上空から市街地東を望む（撮影　尾関利勝）
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み
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まちかど広場には偉人たちが集い、
コロナもきっと乗り越えられるよと力をくれているよう

お店自慢のバルメニュー


